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知

七
二

-
-A叫
が
川
ア
J
d
，1
2
，A

渡
辺
勢
記
さ
ん

尾
沼
ケ
サ
ジ
き
ん

鈴
木
孝
子
さ
ん

富
岡

必

砥
石
吉
雄
さ
ん

緑
が
丘
三

(緑
が
丘
西
)
七
一

荻
原
政
栄
き
ん

蛇

沢

五

六

'

児

が

姿

叩

に

し

お

っ

J

」

」

い

ち

お

も

ロ

ま

コ

園

長

ピ

約

緒

楽

の

く

う

チ

わ

も

'

立

'

い

ン

て

市

ツ

'

一
を

1

つ

司

モ

味

の

内

私

年

て

L

f

口

タ

せ

井

ハ

け

と

き

去

カ

コ

で

こ

市

(

毎

れ

/
合

石

中

つ

児

つ

引

方

つ

ナ

な

。

'

園

で

わ

ぺ

に

'
い

け

園

ち

お

ん

ペ

キ

ん

た

は

育

)

行
、

声

は

し

か

の

も

'
さ

つ

「

み

し

き

保

む

に

九

歌

に

忙

で

名

お

み

母

た

や

を

ま

つ

の

含

月

す

ソ

の

き

」

っ

し
一

。
ち

つ

一

た

も

つ

コ

し

お

づ

ン

ま

の

い

タ

れ

園

心

ツ

わ

育

ぺ

行

保

で

よ

が

条

園

し

き

之

育

ま

つ

下

保

き

ち

各

つ

も

日

の

を

お

8

内

ち

る

月

市

も

よ

ロ

お

に

砂
市
長
さ
ん
(
中
)
と
一
緒
に
.ヘ
ッ
タ
ン
.ヘ
ッ
タ
ン

‘F

お
母
さ
ん
が
お
い
し
い

「
ア
ン
コ
ロ
モ
チ
」
を
つ
く
っ
て
く
れ
る

動
T
4

，A
絹川

岩
清
水

森
大
白
木

六 八 八 プ
六 O 五 t

マ
今
月
は
、
固
定
資
産
税
三
期
分
と

国
民
健
康
保
険
七
期
分
で
す
。
二
十

五
日
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い

。

h
F
ぼ
く
の
順
番
ま
だ
か
な

早
く
っ
き
た
い
よ

市
長
相
談
日

「市
民
と
市
長
の

日
」
を
一
月
十
七

日
間
に
、
市
役
所
三
階
市
長
室
で
行

い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
一
年
十
二
月

定
例
市
議
会
を
招
築
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
議
貝
各
位
に
は
年
末
を
控
、ぇ、

何
か
と
ご
多
忙
の
中
を
ご
参
集
い
た
だ

j市長提案説明

耕輔櫨襲撃響

条
例
案
七
件
、
決
算
認
定
九
件
、
予
算
階
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

案
七
件
、
事
件
決
議
案
七
件
及
び
報
告
す
な
わ
ち
、
市
税
収
入
の
伸
び
、
吃
日

三
件
の
合
計
三
十
三
件
で
あ
り
ま
す
。
通
地
方
交
付
税
の
決
定
、
さ
ら
に
特
別

こ
の
う
ち
、
今
固
め
補
正
予
算
案
に
措
置
で
あ
る
財
政
対
策
債
を
含
む
起
債

お
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
に
七
億
六
の
内
示
等
に
お
い
て
、
年
度
前
半
の
予

、「J行

千

六

百

余

万

円

と

大

幅

な

予

算

を

計

上

想

を

上

回

る

財

源

が

確

保

で

き
る
見
通

桝

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

し

で

あ

り

ま

す

。

説

こ

れ

に

つ

き

ま

し

て

は

、

前

年

度

に

し

た

が

い

ま

し

て

、
今
回
は
こ
れ
ら

鯨

お

け

る

き

び

し

い

財

政

運

営

の

経

験

か

の

財

源

を

も

っ
て
歳
出
面
で
は
、
当
面

で

ら

、
本
年
度
予
算
は
先
き
行
き
困
難
な
必
要
な
経
伎
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
財

会
A議

予

想

の

も

と

に

、

当

初

か

ら

慎

重
に
運
政
的
な
都
合
に
よ
り
満
た
し
得
な
か

っ

附
長

営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
ょ
っ
や
た
多
く
の
要
望
に
対
し
、
こ
れ
を
充
足

時
怖

く
年
度
も
後
半
を
迎
え
た
今
日
、
今
後
す
べ
く
鋭
意
努
力
い
た
し
た
も
の
で
あ

ほ
石

の
見
通
し
が
お
お
む
ね
予
測
で
き
る
段
り
ま
す
。

手

町

)

か

ら

多

額

の

ご

寄

付

を

い

た

だ

保

護

単

価

の

改

正

に

よ

る

、

精

薄

施

の

公

衆

便

所

設

置

工

事

費

、

百

七

十

五

い

た

の

で

、

そ

の

主

旨

を

生

か

し

、

点

設

の

入

寮

者

へ

の

扶

助

校

、

一

千

七

百

三

万

円

な

ど

環

境

浄

化

の

予

算

を

計

上

し

訳

奉

仕

活

動

等

の

推

進

を

図

る

「

点

訳

万

二

千

円

、

高

額

医

療

費

等

の

増

加

に

ま

し

た

。

奉

仕

活

動

等

石

井

基

金

条

例

の

制

定

」

。

よ

る

老

人

医

療

費

給

付

金

、

八

百

万

円

〈
農
林
水
産
業
費
〉

産

院

の

分

べ

ん

介

助

料

は

、

今

ま

で

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

浴

場

新

設

付

帯

工

排

水

路

改

修

、

農

道

新

設

工

事

な

ど

市
独
自
の
料
金
表
に
よ
り
徴
収
し
て
き

事
費
、
五
百
万
円
、
同
セ
ン
タ
ー
送
迎
の
同
和
地
区
農
業
振
興
費
を
は
じ
め
、

ま

し

た

が

、

産

院

運

営

審

議

会

か

ら

の

用

パ
ス
購
入
費
三
百
五
十
万
円
な
ど
を
共
同
利
用
の
農
機
具
購
入
費
、
一
千
三
万

分

べ

ん

介

助

料

に

つ

い

て

は

、

長

野

県

計

上

し

ま

し

た

。

五
千
円
、
市
単
独
の
土
地
改
良
事
業
補

産

婦

人

科

医

会

の

私

費

慣

行

料

金

表

に

石

井

光

一

さ

ん

(

大

手

町

)

か

ら

の

助

金

、

九

百

三

十

万

円

、

森

林

組

合

出

よ
っ
て
実
施

す

る

こ

と

が

望

ま

し

い

と

こ

寄

付

は

、

石
井
さ
ん
の
ご
意
向
に
そ
資
金
、
百
五
十
万
円
、
林
道
開
設
事
業

の

答

申

と

、

上

田

市

医

師

会

長

と

上

回

っ

て

、

点

訳

奉

仕

活

動

な

ど

の

基

金

積

費

と

し

て

、

林

道

耳

切

線

ほ

か

五

線

の

市

長

と

の

問

で

と

り

か

わ

さ

れ

た

協

定

立

金

と

し

ま

し

た

。

改
良
事
業
委
託
料
、
二
百
六
十
六
万
九

事

項

(

位

年

ロ

月

日

日

付

)

を

尊

重

し

〈

衛

生

費

〉

千

円

な

ど

農

林

業

振

興

の

予

算

を

計

上

内

容

を

改

定

す

る

「

上

田

市

産

院

診

療

天

神

一

丁

目

の

地

下

河

川

清
帰
の
た
し
ま
し
た
。

費
等
徴
収
条
例
」
の
一
部
改
正
。

め

の

排

水

路

土

砂

場

工

事

費

、

三

百

万

〈

商

工

費

〉

改

正

予

定

の

産

院

分

べ

ん

料

と

の

関

円

、

家
庭
雑
排
水
浄
化
槽
設
置
モ

デ

ル

市

民

会

館

の
消
防
設
備
工
事
費
、
五

係

等

か

ら

助

産

費

の

改

定

を

行

う

「

上

地

区

の

み

す

ず

台

南

地

区

へ

の

簡

易

浄

千

二

百

万

同

、

中

小

企

業

に

対

す

る

年

田

市

国

民

健

康

保

険

条

例

」

の

一

部

改

化

槽

設

置

補

助

金

、

二

百

二

十

五

万

円

未

資

金

確

保

の

倣

資

貸

付

預

託

金

、

三

正

の

五

件

を

提

案

し

ま

し

た

。

常

国

会

館

前

、

新

田

児

童

遊

図

地

な

ど

へ

千
二
百
万
円
、
上
回
城
跡
公
悶
前
用
地

き
、
提
案
申
し
あ
げ
ま
し
た
諸
議
案
の

ご
審
議
を
賜
わ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が

ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
さ
い
ま
す

今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、

え報広

〈

条

例

〉

一

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が

一

近

年

高
ま
っ
て
き
た
の
で
、
市
と
し
て

川
町
の
ス
ポ
ー
ツ
植
策
を
明
ら
か
に
し
て
お

誠
一
く
必
要
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

議
す
る
事
項
を
調
査

A

審
議
す
る
ス
ポ
ー
ツ

慨
振
興
審
議
会
を
設
置
す
る
「
付
属
機
関

一

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
。
ス
ポ

一

l
ツ
振
興
審
議
会
の
委
員
に
、
報
酬
を

一

支
給
す
る
「
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

一

の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

号
条
例
」
の
一
部
改
正
。

ね
盲
人
福
祉
の
向
上
と
点
字
図
書
館
事

弓

t第
業
に
、
格
別
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ

戸
い
て
い
る
、
眼
科
医
石
井
光
一
さ
ん
(
大

つ
の
整
備
費
ほ
か
、
園
地
内
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
等
公
園
整
備
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
二
年
一

改
良
費
七
百
五
十
万
円
、
塩
田
紅
平
地

籍
に
設
置
す
る
運
動
公
園
の
実
施
計
画

委
託
料
、
六
百
万
円
の
ほ
か
プ

l
ル、

〈
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

補
正
額
、
七
億
六
千
六
百
三
十
二
万

四
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
予
算
総
額
は
、
九
十
七
億
九
千
五
百

九
十
一
万
九
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期

に
比
し
一
二
四
・
三
%
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
償
、
三
億
二
千
三
百
六
十
万
円、

市
税
、

一
億
七
千
八
百
万
円
、
地
方
交

付
税
、

一
億
円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲

で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

庁
舎
が
狭
く
な
っ
た
た
め
、
旧
図
書

館
を
会
議
室
に
改
修
す
る
、
一
千
二
百
万

円
、
公
園
内
の
富
貴
移
転
に
伴
う
補
償

料
一
千
五
百
万
円
な
ど
を
計
上
い
た
し

ま
し
た

ω

〈
民
生
費
v

五
百
五
十
五
万
円
、
学
校
図
書
授
、
五
百

万
円
、
東
温
回
小
学
校
校
合
改
築
工
事

費
、
九
千
百
四
十
五
万
円
、
公
民
館
施

特
に
土
木
伐
に
お
い
て
は
、
道
路
停

備
事
業
に
、
ま
た
、
教
育
代
で
は
教
育

地
設
・
設
備
の
充
実
に
制
極
的
な
配
岐

を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
あ
く
ま
で
健
全
財
政
保
持

の
?
え
に
た
っ
て
の
市
政
の
発
展
に
は

最
大
の
努
力
を
も
っ
て
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
こ
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。よ

ろ
し
く
ご
審
議
の
?
え
、
ご
議
決

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

な
お
、
学
校
図
書
費
に
つ
い
て
は
、

久
保
角
太
郎
さ
ん
(
上
田
原
)
か
ら
の

ご
寄
付
に
伴
う
も
の
で
、
市
内
小
中
学

合
せ
て
、
三
十
八
億
戸
千
六
百
二
十
八
力

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。



代
将
司
た
霊
司
-7
川

地
区
の
み
す
ず
ム
ロ
南
地
区
へ
の
簡
易
浄

化
槽
設
置
補
助
金
、
二
百
二
十
五
万
円

常
国
会
館
前
、
新
田
児
童
遊
園
地
な
ど
へ

可
F
，
主
化
副
グ
れ
防
副{品
村
川

3
4
4
b

王

千
二
百
万
円
、
中
小
企
業
に
対
す
る
年

末
資
金
確
保
の
融
資
貸
付
預
託
金
、
三

千
二
百
万
円
、
上
回
城
跡
公
園
前
用
地

条
盲
人
福
祉
の
向
上
と
点
字
図
書
館
事

業
に
、
格
別
ニ
理
解
、
こ
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
、
眼
科
医
石
井
光
一
さ
ん
(
大

『
の
竪
備
費
ほ
か
、
園
地
内
に
べ
ン
チ
を

号
設
置
す
る
等
公
園
盤
備
な
ど
の
予
算
を

m
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
二
年
一

第

月

か
ら
零
細
企
業
者
に
借
入
れ
し
や
す

一
い
無
担
保
、
無
保
証
人
制
度
の
創
設
を

一
計
画
し
ま
し
た
。

一

〈
土
木
賀
〉

一
道
路
新
設
改
良
工
事
費
、
六
千
万
円

紛
道
路
補
修
工
事
費
、
一
千
万
円
、
道
路
用

協
地
買
収
費
、
一
千
万
円
県
事
業
の
新
参

議
町
下
郷
線
の
地
元
負
担
金
、
一
千
八
百
九

前
日
3

崎
明
十
万
円
、
泉
万
か
ら
公
固
ま
で
の
歩
道

自

'
t
l
iJf
t
s
:
、:、

{
、
・
;
、
、
f
B1
1
J

一
一
市
の
事
業
に
役
立
て
て
と

一

だ

一

昭
栄
掛
梯

…

え

一
昭
栄
附
様
(
東
京
都
)
か
ら
、
市
…

一
の
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
一
~

っ

一
千
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
…

報

一
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

…

広

…
市
で
は
、
こ
の
ご
寄
付
を
市
の
発

…

一

一
展
の
た
め
に
生
か
そ
う
と
、
現
在
、
』

一

ん
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
一
久
保
さ
ん
の
ご
厚
意
で

一

一
一
小
・
中
学
校
の
図
書
が
充
実

一

川

…
久
保
角
太
郎
さ
ん
(
上
田
原
)
か
一

円
一
ら
、
五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
一

J

'
 

引
…
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
…

日

一
す
。

円

u剛
一
市
は
、
こ
の
ご
寄
付
を
市
内
小
・
…

~

…
中
学
校
の
図
書
室
を
充
実
さ
せ
る
た
…

一

一
め
「
久
保
文
庫
」
と
し
て
図
書
購
入
一

ト
一
に
あ
て
、
児
童
の
勉
学
に
役
立
た
せ
一

3

r
 

i

『

一
て
い
イ
だ
き

i
す。

係
等
か
ら
助
産
費
の
改
定
を
行
う
「
上

田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の

一
部
改

正
の
五
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

改
良
資
七
百
五
十
万
円
、
塩
田
紅
平
地

籍
に
設
置
す
る
運
動
公
園
の
笑
施
計
画

委
託
料
、
六
百
万
円
の
ほ
か
プ
|
ル
、

駐
車
場
建
設
予
定
地
の
造
成
工
事
費
、

二
千
五
百
万
円
な
ど
道
路
整
備
と
運
動

公
園
繋
備
促
進
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た。〈
教
育
費
〉

各
小
中
学
校
の
施
設
整
備
、
補
修
工

事
費
、
七
千
六
百
万
円
、
教
材
、
教
具

校
具
な
ど
に
四
千
二
百
七
十
万
円
、
豊

殿
小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
新
築
工
事
費

料
一
千
五
百
万
円
な
ど
を
計
上
い
た
し

ま

し
た
。

〈
民
生
費
〉

五
百
五
十
五
万
円
、
学
校
図
書
費
、
五
百

万
円
、
東
塩
田
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

費
、
九
千
百
四
十
五
万
円
、
公
民
館
施

設
整
備
な
ど
の
工
事
費

一千
三
十
万
円
、

図
書
館
玄
関
と
び
ら
改
修
工
事
費
、
中

之
条
、
半
過
地
区
の
市
民
緑
地
工
事
費

市
民
の
森
グ
ラ
ン
ド
拡
張
整
備
工
事
費

市
民
要
望
め
多
い
学
校
開
放
を
神
川
小

学
校
な
ど
、
四
校
を
開
放
す
る
た
め
の

夜
間
照
明
設
備
工
事
費
な
ど
、
総
額
二

億
八
千
四
百
七
十
六
万
六
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

く商業統計調査結果〉
上田市の商庖数は 2，653屈で前回調査(昭和49年 5月 1日現在)の

結果と比べて77庖、 3.0%増加しています。

業種別では、卸売業が 378庖で20庖 5.6%、小売業が 1，611庖で14
底 0.9%、飲食庖が 664屈で43J.5、6.9%増加しました。

年間販売額は、 1，885億 6，948万円で前回に比べて 327億 1，043万

円、 21.0%の増加となっています。業種別では却売業が1，069億8，203
万円で 107億 6，233万円11.2%、小売業て、は 764億 4，395万円で 203
億 5，666万円36.3%、飲食庖で51億 4，350万円で15億 9，144万円44.8
%とそれぞれ増加しました。

(51年 5月 1日現在で実施した商業統計調査を長野県が集計した結果

です。)

小売前年比36.3%の伸び

な
お
、
学
一
校
図
書
資
に
つ
い
て
は
、

久
保
角
太
郎
さ
ん
(
上
田
原
)
か
ら
の

ご
寄
付
に
伴
う
も
の

で
、
市
内
小
中
学

校
の
図
書
室
の
充
実
を
図
る
た
め
の
児

童
図
書
購
入
費
で
す
。

〈
五
十
一
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
〉

国
保
会
計
の
助
産
費
の
引
き
上
げ
に

伴
う
補
正
、
産
院
事
業
の
分
べ
ん
料
を

県
産
婦
人
科
医
会
の
慣
行
料
金
に
引
き

上
げ
す
ふ
た
め
の
補
正
な
ど
、
九
千
八

百
九
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
予
算
規
模
は
、
九
会
計

対 49 年
業種別 49年実数 51年実数 構成比

増(51加49数) 5I動1/停49 

商 庖 数 2，576 2，653 100% 77 3.0 

却売業 358 378 14.3 20 5.6 

小売業 1，597 1，611 60.7 14 0.9 

飲食庖 621 664 25.0 43 6.9 

従業者数 12，003 12，129 100% 126 1.0 I 

却 売業 3，597 3，474 28.7 ム 123 ム 3.4

小売業 6，623 6，712 55.3 89 1.3 

飲食庖 1，783 1，943 16.0 160 9.0 

年間商品販売額 15，585，905 18，856，948 100% 3，271，043 21.0 

却売業 9，621，970 10，698，203 56.7 1，076，233 11.2 

小売業 5，608，729 7，644，395 40.6 2，035，666 36.3 

飲食店 355，206 514，350 2.7 159，144 44.8 

51年度商業統計調査結果概数

合
せ
て
、
三
十
八
億

J

千
六
百
二
十
八
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

日
年
度
は
健
全
財
政
を

維
持

一
般
・
特
別
会
計
決
算

五
十
年
度
は
、
き
び
し
い
財
政
状
況

で
し
た
が
、
節
減
に
努
力
し
た
結
果
、

一
般
会
計
で
、
一
億
八
千
百
九
十
七
万

四
千
余
円
、
特
別
会
計
で
、
七
千
百
六

十
五
万
余
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、
健

全
財
政
を
堅
持
し
ま
し
た
。

工
業
統
計
調
査
を
実
施

調
査
員
に
ご
協
力
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
「
工
業
統
計
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
国
が
実
施
す
る

工
業
統
計
調
査
で
、
す
べ
て
の
製
造
業

を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
各
事
業
所
の

組
織
、
従
業
員
、
お
よ
び
製
造
品
目
、

規
模
別
に
製
造
活
動
の
状
態
を
明
ら
か

に
し
、
市
町
村
の
行
政
や
、
経
済
政
策

に
役
立
て
る
資
料
を
得
る
た
め
行
う
も

の
で
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
参
し
て
、
記

入
方
法
な
ど
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

企
画
財
政
部
企
画
課
統
計
係

(
宮

@

四一

O
O内
線
二
五
固
有
線
②

O
八
三

一一)
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昭和5句年度上半期

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と

下
半
期
の

二
回
、
定
期
的
に
内
容
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
上
半
期

(五
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

)
の
財
政
状

況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ
や
表
に
あ
‘
匂
わ

し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な

っ

て
、
市
政

へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注

l
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
は
万
円
以

下
切
り
す
て
。

えつ

主

事

業

な

_~ 733号 (臨鋭棚)一一広報

生費民費

老人医療費無料化、乳幼児医療費給付金、身

障者医療費補助などのほか、保育行政、同和行

政な ど住民福祉の向上に力が注がれています。
司 30日現在)

(写真は、千曲町に完成した同和対策集会所)

一般会計上半期収支状況 (51年 9月30日現在)

ぞ室;;;?紺
⑧=支出1資額⑫=収入済額

一時借入金

(51年 9月30日現在)

一般・特別

企業会計とも

なし

債務負担行為 (51年間30日現在)

区 分 議決額 実 負 担 額

一般会計現在高 457，641万円 186，238万円

特別会計現在高 0万円 0万円

企業会計現在高 0万円 0万円

言十 457，641万円 186，238万円

o議決訊(j:議会で承認.された限度額、実!'{j[l.占的立実際
に ii.jfl.する吉氏。

(参考〕

地方債現在高 (51年 9月30日現在)

区 分 金 額

一般会計現在高 272，776万円

特別会計現在高 128，726万円

企業会計現在高 197，102万円

計 598，604万円
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道路の新設改良、舗装、補修、

交通安全施設などにカがそそがれ

ました。

(写真は、改良工事が進む市道新田西線)

財産表 (51年 9月30日現在)

住山建土有積

宅林物地{証券面 L金台

建物 敷地

延 積面
積面

一
ー.L.

一F¥ 、 、

二七 一二 一一一
四二八九 六 九
五七 六 一一

、
、 、 、

九二
五二九八四二七
四七二四四一六
0 四二 八 一 万 万
mZ mZ mZ mZ mZ 円円

柱

一
円
一
円

町

一
万

一
万

、J
-

t

A

一
0
0

3

-
4

一

3

月

一
后
一

2

年

一
的

一
日

f
、

-

宵
只

一

司
県

為
一
一
則

一
1

行
一

帯

一
担

ロH
-
-

口
u

一
一

4
b
I
，
E

ふ
寸
ふ

一

負
一

負

一
負

務
一

議

一
?と

債

「

信

一
・9

一時借入金 (51年 9月30日現在)

|借入現在 高 I 0万円

教育費 商工 費

，
 

，
 

aF 'F 

豊 殿 ・東塩田・塩尻小学校の改

築、第四中学校の増築など学校教

育の充実を図 りました。

(写真は、工事が進む東塩田小学校)

中小企業融資、勤労者融資の預

託金、保証料など中小企業と そこ

に働 く勤労者の安定を図りま した。

(写真は、整備された明るい工場で働〈
勤労者)

特別会計上半期収支状況(51年間30日現在)

歳入 歳出

総 予 算 額 34億8.245円

総収入1高額 11億4.439万円

総 収 入 率 32.9% 

総 予 算 額 34jj章8.245万円

総支出1高額 IOj意3，573万円

総 執 行 率 29.7% 

予算額長ヨ収入1高額 支出済額長ヨ)子算額

地方債現在高 (51年間30日現在)

区 分 一般会計 特別会計 メ口入 計

昭和 51年 3 月末現在額 231，994万円 105，183万円 337，177万円

昭昭和和5141年三49月月 1 日から 54，160万円 26，120万円 80，280万円
51~9 J'l 30 日 まて'グコ f昔兄、重頁

昭昭和和5141年 三49月 1日から 13，377万円 2，577万円 15，955万円
月30臼まて，の償還額

差 ヲ| 現 在 額 272，776万円 128，726万円 401，502万円

ー第733号一ー

B 
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臼川
内

4昨
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
「
火
災
は
人

柿
災
、
防
ぐ
は
あ
な
た
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

帽
に
行
わ
れ
た
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

一

動

の

一
環
と
し
て
、
十
一
月
二
十
七
日

一
上
田
市
消
防
会
館
に
、
約
三
十
名
の
市

一
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

一
消
防
関
係
者
と
日

ご
ろ
消
防
に
つ
い
て

だ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
気
づ
い
て
い
る

こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
「
防

火
座
談
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、
生
活
の
向
上
に
よ

り
石
油
、
プ
ロ
パ
ン
な
ど
引
火
し
や
す

火
災
の
こ
わ
さ
承
知

防
火
に
大
き
な
関
心

〈
防
火
座
談
会
開
く
〉

えつ_~ 733号 (貯話語綴喜)ー一一広報

い
燃
料
等
が
普
及
し
た
こ
と
と
、
新
建

材
の
使
用
な
ど
か
ら
、
火
災
も
短
時
間

に
大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
に
つ
い
て

の
認
識
を
新
た
に
し
、
火
災
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
た
消
防
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
率
直
な
ご
意
見

ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
市
消
防
の
近
代

化
と
、
よ
り
優
れ
た
防
火
体
制
づ
く
り

に
役
立
て
よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
は初

期
消
火
が
重
要

熱心な話し合いが行われた防火座談会

火
災
を
予
防
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
火
災
の
初
期
消
火
の
重
要
性

今
後
の
上
田
市
の
消
防
に
つ
い
て
、
を

柱
に
話
し
あ
わ
れ
、
「
夕
、
ハ
コ
が
原
因

の
火
災
が
多
い
と
聞
く
が
、
歩
行
禁
煙

な
ど
徹
底
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
」

「
消
火
器
は
、
説
明
だ
け
で
は

使
い
方
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
い
ざ
火
災

の
時
に
役
に
立
た
な
い
。
実
習
会
な
ど

多
く
し
て
、
体
で
覚
、
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
「
初
期
消
火
が
重
要
と
の

こ
と
だ
が
、
車
が
激
増
し
、
消
防
車
の

ーーーー第 733号』

で、、松平バレー

ミニバレー教室
んバレーのチー
しま した。
ク男子バレー優
松平康隆さん、

導で、準備体操か
約3時間みっちり
た。 しかし、最後
な指導にみな満

端が松平監督)

火
災
現
場
到
着
ま
で
、
車
が
じ
ゃ
ま
に

な
り
か
な
り
の
時
聞
が
か
か
る
。
地
区

の
交
通
安
全
協
会
と
消
防
団
の
交
通
指

導
隊
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
す
ば
や
く

交
通
整
理
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
ほ
し

い
」
「
住
宅
団
地
で
は
、
昼
間
は
子
供
や

主
婦
だ
け
の
状
態
な
の
で
、
婦
人
消
防

隊
を
つ
く
り
消
防
車
が
着
く
ま
で
初
期

消
火
が
で
き
る
よ
う
訓
練
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
皆
き
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
防
火
や
初

期
消
火
の
重
要
性
は
わ
か
っ
て
い
る
が

個
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
歯
が
ゆ

さ
を
訴
え
た
反
面
、
繁
華
街
で
は
、
元

消
防
団
員
や
三
十
歳
前
後
の
事
業
主
な

ど
が
、
い
さ
火
災
の
時
は
、
交
通
整
理

や
消
防
車
到
着
ま
で
の
消
火
、
避
難
誘

導
な
ど
を
行
う
体
制
を
盤
、
え
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
火
災
に
対
す
る
関
心
は

か
な
り
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
し
よ

常
備
消
火
体
制
の

消火訓練に主婦(中)も放水訓練

充
実
を
考
慮

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
消
防
団

消
防
部
で
は
、
交
通
安
全
協
会
と
団
の

交
通
指
導
隊
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く

機
会
を
も
ち
た
い
。
消
防
団
の
協
力
を

得
て
一
般
家
庭
の
巡
回
査
察
を
多
く
し

防
火
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
将

来
、
川
西
地
区
に
つ
い
て
は
川
辺
、
塩

田
分
署
を
統
合
し
、
消
防
署
に
昇
格
さ

せ
て
常
備
消
防
の
充
実
を
図
り
、
火
災

予
防
か
ら
消
火
作
業
ま
で
一
貫
し
た
活

動
が
行
、
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ヒ
ル
な
ど
高
層
化
に
備
え
て
一
二

十
五
メ
ー
ト
ル
級
の
ハ
シ
ゴ
車
を
で
き

る
だ
け
早
く
購
入
す
る
よ
う
努
力
す
る

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

生
か
し
た
消
防
体
制
の
箆
備
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問

l
一
般
家
庭
の
防
火
巡
回
査
察

に
は
、
勝
手
な
ど
火
元
に
く
わ
し
い
女

性
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
パ

ー
ト
制
な
ど
で
採
用
で
き
な
い
か
。

窓口

l
現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
良

い
こ
意
見
な
の
で
検
討
し
た
い
。

質
問

1
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
柱

に
、
灰
皿
が
わ
り
の
空
か
ん
を
取
り
付

け
、
タ
バ
コ
の
投
す
て
防
止
を
図
っ
て

い
る
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

大
き
き
、
色
な
ど
を
統
一
す
れ
ば
効
果

操
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
キ

l
貸
与

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
込
み
後
、
参
加
と
り
消
し
の
場
合

参
加
料
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

が
あ
る
と
思
う
が
。

答

l
消
防
部
で
も
、
専
売
公
社
、
商

庖
街
な
ど
へ
お
願
い
し
た
り
し
て
、
実

現
の
方
向
で
努
力
し
た
い
。

質
問

l
火
災
が
発
生
し
た
の
で
一
一

九
番

へ
電
話
し
た
ら
、
話
し
中
で
あ
っ

た
カ
。答

l
一
一
九
番
は
、
一
方
通
行
で
消

防
署
か
ら
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ほ
か
の
人
が
発
見
し
通
報
し
て
い
た
か

他
か
ら
(
急
救
も
含
む
)
の
通
報
を
受

け
て
い
る
時
は
話
し
中
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
火
災
の
時
は
集
中
し
て
通
報

さ
れ
る
の
で
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
が
、

ど
な
た
か
が
通
報
し
て
い
る
と
考
え
て

い
た
だ
い
て
良
い
と
思
う
。

質
問

l
地
震
に
つ
い
て
最
近
さ
わ
が

れ
て
い
る
が
、
上
田
市
に
も
沢
山
(
き

や
ま
)
湖
、
須
川
湖
な
ど
の
溜
め
池
や

近
郊
に
菅
平
ダ
ム
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
が
決
壊
し
た
場
合
の
避
難
路
や
避
難

場
所
は
決
め
て
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
時
の
河
川
水
位
の
上
昇
程
度
な
ど
を

流
域
住
民
に
知
ら
せ
て
お
く
考
え
は
な

し
カ答

l
菅
平
ダ
ム
に
は
、
警
報
装
置
が

あ
り
サ
イ
レ
ン
で
知
ら
せ
る
が
、
そ
の

他
は
現
在
な
に
も
な
い
。
大
変
重
要
な

こ
と
な
の
で
十
分
研
究
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

一

暖

房

器

具

は

一

十
分
注
意
し
て
一

一

使

用

し

よ

う

一

ド

h
0
・t
i
-
-
、l
・t
・-
-
-
1
1
・・!・
1
1
‘1
・l
-
t
‘t
ho
ht
‘0
・
'w

な
お
、
五
十
二
ヰ
度
中
に
申
込
ま
れ

入
居
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
あ
ら
た
め

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
家
賃
〉
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お知らせ
え

上
水
道
と

然心な

の
時
に
役
に
立
た
な
い
。
実
習
会
な
ど

多
く
し
て
、
体
で
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
「
初
期
消
火
が
重
要
と
の

こ
と
だ
が
、
車
が
激
増
し
、
消
防
車
の

一
室
-
優

、か
り
後
満

レ
教
チ
一
ん
操
ち
最
な
釣
一

パ
一
の
レ
さ
体
っ
、
み
官

-

平
レ
一

L
パ
隆
備
み
凡
に
喧
一

松
パ
レ
し
子
康
準
間
」
導
凶

?
ニ
ノ
ま
男
平
土
時

t
指
吋

一

ー
と
7
し

'
7
4
A
-
{
3
0
よ

Z

-

館

一
む
此

Y
M
時
約
た
駅
端
一

育

れ

力

ヒ

掛
肋
打
時
川
踏
ん
川
れ

f
灯
時
一

軒
柿

J

川
J

名
炉
一
ム
↓
ー
本
山
つ
恒
一

初
ン
一
ナ
基
引
も
。
一

日
室
ち
訓
へ
チ
一
の

J

こ
た
一

Z
教
た
約
ン
本
レ
一
れ
の
し
-

月
ル
供
ど
ユ
日
ト
レ
ま
熱
で
一

日
一
子
な
ミ
の
議
パ
込
で
げ

一

ポ
の
ム
勝
斉
ら
仕
ま
足
一

メ
ー
タ
ー
の
凍
結
防
止

一 (7)一一一一昭和51年12月16日 広報

寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
宅

の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の
凍
結
防
止
は

す
み
ま
し
た
か
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
未
然
に
凍
結
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
水
道
管
の
保
温
〉

1
、
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
箇
所
に
布

き
れ
、
わ
ら
、
ま
た
は
凍
結
防
止
帯
な

ど
を
巻
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
毎
晩
就
寝
前
に
水
抜
き
栓
(
不
凍

栓
)
を
止
め
カ
ラ
ン
(
じ
ゃ
ぐ
ち
)
を

あ
け
て
、
立
ち
上
が
り
管
の
水
を
は
ら

い
ま
し
ょ
う
。
(
こ
の
時
、
カ
ラ
ン
に

ホ
ー
ス
を
付
け
て
吹
く
と
効
果
が
あ
り

ま
す
)

〈
メ
ー
タ
ー
の
保
温
〉

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
布
き
れ
、
新
聞
紙
な

ど
を
入
れ
た
物
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

つ

の
中
に
入
れ
、
ボ
ッ
ク
ス
の
上
部
を
ダ

ン
ボ
ー
ル
か
ム
シ
ロ
な
ど
で
覆
い
ま
し

トゐ
、「ノ。メ

ー
タ
ー
が
破
裂
す
る
と
、
取
替
に

五
千
円
(
一
個
)
か
か
り
ま
す
し
、
料

金
は
、
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
凍
結
に
よ
る
故
障
が
多
く
な
る
と

修
理
に
伺
う
に
も
時
聞
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
も

凍
結
防
止

水
洗
便
所
の
凍
結
防
止
は
、
気
温
が

零
度
以
下
に
な
る
場
合
、
必
ず
少
量
の

水
を
流
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
中
は
、
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
温

度
が
上
っ
た
と
き
は
、
無
駄
な
水
を
使

わ
な
い
よ
う
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

や
消
防
車
到
着
ま
で
の
消
火
、
避
難
誘

導
な
ど
を
行
う
体
制
を
整
、
え
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
火
災
に
対
す
る
関
心
は

か
な
り
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
し
よ

う
と
、
主
婦
の
皆
き
ん
を
対
象
に
次
の

運
動
教
室
を
計
画
し
ま
し
た
。
多
く
の

皆
き
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
臼
程
〉

一
月
十
一
日

ω、
十
三
日
閥
、
(
ス

キ
|
教
室
)
十
九
日
例
、
二
十
二
日
出

〈
会
場
〉

上
田
市
民
体
育
館
、
ス
キ
ー
は
菅
平

〈
時
間
〉

午
前
九
時
三
十
分

1
十
一
時
三
十
分

〈
参
加
料
〉

千
八
百
円
(
資
料
代
、
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
、
ス
キ
|
往
復
λ

ス
代
、
昼
食

代
、
雑
費
)
な
お
、
ス
キ
ー
だ
け
不
参

加
の
場
合
は
六
百
円
で
す
。

〈
申
込
み
・
お
問
合
せ
〉

十
二
月
二
十
五
日
出
ま
で
に
、
氏
名

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

料
を
添
え
て
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

(
宮
@
四
一

O
O内
線
五
五
五
)

〈
そ
の
他
〉

民
踊
や
ゲ

l
ム
を
ま
じ
え
楽
し
い
体

一
月
の
三
歳
児
検
診
を
下
表
に
よ
り

行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
、
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

に
、
灰
皿
が
わ
り
の
空
か
ん
を
取
り
付

け
、
タ
バ
コ
の
投
す
て
防
止
を
図
っ
て

い
る
が
あ
ま
り
利
用
き
れ
て
い
な
い
。

大
き
き
、
色
な
ど
を
統
一
す
れ
ば
効
果

操
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
貸
与

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
込
み
後
、
参
加
と
り
消
し
の
場
合

参
加
料
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

五
十
二
年
度
の
市
営
住
宅
補
充
入
居

者
募
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
一
月
十
二
日
捌
か
ら
二
十

日
同
ま
で
に
市
役
所
二
階
管
理
課
へ
申

込
ん
で
く
だ
き
い
。

〈
申
込
み
資
格
V

1
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
勤
務

先
き
の
あ
る
人
で
住
宅
に
こ
ま
っ
て
い

る
人
。

2
、
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
人
。

3
、
平
均
月
収
六
万
五
千
円
以
下
の
人
。

一
月
の
乳
児
検
診
を
下
表
に
よ
り
行

い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

3歳児検診日程表

会場 上健康回市センター|

対象地区 新制|同l

対象児
48年12月生
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房 i
! +器j
: 分具 1
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iよて
iう

な
お
、
五
十
-
年
度
中
に
申
込
ま
れ

入
居
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
あ
ら
た
め

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
家
賃
〉

千
円
か
ら
千
二
百
円
。

〈
抽
せ
ん
の
と
き
、
と
こ
ろ
v

一
月
三
十
一
日
側
、
市
役
所
六
階
大

会
議
室
、
午
前
九
時
。

〈
対
象
住
宅
・
入
居
〉

市
内
全
域
の
市
営
住
宅
団
地
。
補
充

入
居
で
す
か
ら
、
希
望
す
る
団
地
の
住

宅
が
あ
い
た
時
、
順
番
に
従
っ
て
入
居

で
き
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

建
設
部
管
理
課
住
宅
係
(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三
四
五
有
線
②
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市
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ぐ
る
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合
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〉

犯
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な
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末
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へ

〉

〈
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防
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動

〉
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-
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乳児検診日程表

会場 上田市健康センター 塩2階田支会議所室 祉川商社会福
センター

対象児 4か月児 9か月児 4か月児 4か月児
9 9 

対
塩尻 東部 Ji尻 東部
川辺 南部 川辺 南部

象 泉田 中央 泉田 中央

地 神川 北部 神川 北部
塩回全区 川西全区

区 神科西部 神科 西部

豊殿城下 笠殿 城下

実N制地日 51年月 51年月 541年月生 541年月生 問;月生 5吋 月 生9 生 9生
l月 12日 19日 20日 26日 18日 11日



年
末
年
始
は
、
忘
年
会
、
新
年
会
な

ど
、
お
互
い
に
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く

飲
酒
運
転
に
よ
る
悪
質
な
事
故
が
毎
年

多
発
し
、
死
亡
事
故
な
ど
悲
惨
な
事
故

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

家
庭
の
皆
さ
ん

「
車
を
運
転
す
る
人

に
は
酒
を
飲
ま

せ
な
い
」

運
転
す
る
皆
さ
ん

「
酒
を
飲
ん
だ
ら

絶
対
運
転
し
な
い
」

こ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
守
っ
て
、
家

庭
か
ら
、
職
場
か
ら
、
地
域
か
ら
飲
酒

運
転
を
追
政
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
は
、
だ
れ
も
が
忙
し
く
、
な
ん

と
な
く
気
持
の
お
ち
つ
か
な
い
時
期
で

報

す
。
特
に
運
転
者
は
、
降
雪
、
凍
結
、

広

1
1
1

一

つ

臥
切

ア
コ

〉

胞
腕

り

嘱

鋭

片

寸

委

程

を

を

峨

然

員

-

h
↓コ

今全

一
U
唯一

一
境

防

号

環

害

問

活

小川

第

生

戸 だ 昭和51年12月16日一一一一(8)ーえつ

月1日
悲
惨
な
事
被
と
な
る

飲
酒
遭
転
告
適
披
し
よ
う

自然に恵まれた上田市も、河川や農業用水

の汚れ、騒音、悪臭、光化学ス モ ッグの初期

症状な どの公害が最近目立っています。

これらの公害を監視お よび防止し、市民の

健康を守り 、自然を保護し よ うと各地域で活

躍されてい る、公害防止監視貝の皆 さんを新

たに委嘱し ました。公害について苦情や問題

などがありましたらお気軽にご相談くださし、。

この制度は、住民参加の方式を取り入れ、公

害紡止の充実を図るため行っています内
渋
滞
な
ど
悪
条
件
が
重
な
り
事
故
に
つ

な
が
り
が
ち
で
す
。

仕
業
点
検
と
安
全
運
転
を
必
ず
笑
行

し
、
お
互
い
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ト
φ

、「ノ
。

今
月
は
、
固
定
資
産
税
三
期
と
国
民

健
康
保
険
税
七
期
分
の
納
期
で
す
。

ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま
た

は
忘
れ
て
い
た
方
も
年
内
完
納
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

二
十
一
日

ωと
二
十
二
日
附
の
二

日

間
、
納
税
相
談
日
を
設
け
ま
す
。
家
庭

の
事
情
な
ど
で
市
税
納
入
に
つ
い
て
ご

相
談
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

と
こ

ろ
・
市
役
所
一
階
収
税
課
収
税
係

(
窓
口
問
番
内
線
二
四
三
・
二
四
固
有

線
②
O
六
九
二

次
に
よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格

取
得
講
習
会
を
聞
き
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
早
め
に
、
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
資

格

〉

同

一
職
種
で
経
験
十
五
年
以
上
の
人

〈定
員

・
受
講
期
日
〉

四
十
名
。
一
月
二
十
四
日
聞
か
ら
二

十
九
日
出。

〈
申
込
み
方
法

・
受
講
料
〉

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
記
入
の
上

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
三
千
円
。

〈申
込
期
日
・
お
問
合
せ
〉

十
二
月
一
日
か
ら
二
十
四
日
。
上
小

高
等
職
業
訓
練
校
(
天
神
二
丁
目
宮
@

一
一
六
六
六
)

電

話

で

@
四
三
七

一
を
お
廻
し
く
だ

さ
い
。
上
回
公
共
職
業
安
定
所
に
申
込

ま
れ
た
新
ら
し

い
求
人
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
十
二

月
一
日
か
ら
始
め
、
毎
週
火
曜
日
、
新

し
い
情
報
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

日
曜
日
、
休
、

祝
祭
日
、
夜
間
で
も

地 区 氏 名 f玉 所 1屯 話

東 部 浅手野武雄 常国2・30・2422-4614 
塚春夫 中央2・24・2222-1167-8 

南 宮I1 窪田昭二 天神1・2・3022-4718 
大久保管幸 大手2・6二5 22-8445 

中 央 池田正幸E ヨ 中中央4・16-1422-1304 
阿部政 失2・5・1422-1534 

~t 血即 二宮下ツ井正義弘
上中回2064・1122一一1834

央5・16・2722-3972 

西 立ロRμ 小岸菅 正司 縁が丘1-6・1623-2637 
山広=常磐城島7-1122ーー7212

域 下 渡辺 綱重度男 諏中之訪条形111517-3137 
22-6170 

ノl、キ本 24-5267 

塩 尻 山田 藤雄作 上塩尻265・524-1859(伺 2-9216 
宮下恒 下塩尻 47127-2103嗣 2-9622 

/11 辺 近乾藤本正治紀郎
上田原 30722-5101嗣 3-2388 
神畑 5-4 23-2620嗣 3-2767 

泉 国宮島行雄 福田 13 5 24-8250嗣 3-0916 

神 竹内品 一郎 国分屋 5 4 5 24-8586嗣 2-2401 
JII 高 利 男 大 48 8 35-0239嗣 2-1191

神 科 室中曾山根林徳一宝 上古 回 8 6 22-4945嗣 3-6326 
里 41 1 24-1056(朝 2-5452 

筆向忌1 殿 久 保 田忠彦夫 芳 田 37 0 開 2-3431 

柴崎成 殿城41 8 22-4006陶 2-4591 

中 溢 田 工藤弥重郎 八 木 沢508備14184

東 塩 田 福沢次郎 古 安 曾205338-2741嗣 4365

富 士 山 キ本 RヨE富士 山4598(伺5387

西 塩 図 滝沢 宏 目IJ山 1320備16294

gJj 所 三 田 村年高
5jlJ所 温 泉 38-2739 38-3042 

126-1 備17634

泉武田健 次 郎 小 泉 62 2 23-8226(朝 3ー 1601

祷 里横山 武 浦野 6 131-2630備12791

室 賀土屋文夫 下~ A2637 備13293

漁業組合 浜村 四郎 天 神1・6・4 23-0253 

六か村士医 石川 重g 上田原508-11(村 3-3057 

緋網用水 中沢 登 秋和 77 8 嗣 2-8706 
八幡用水 /J、キ*- 事寺 秋和 62 9 23-1053嗣 2-8562 

|ほ習生す十佐峯桂 小林 諏せ訪恥形 7融有)3-5011嗣 3-4772 

上田市公害監視員名簿 {敬称略1

t
じ

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

不
況
克
服
の
願
い

通
話
で
き
ま
す
の
で
お
お
い
に
こ
利
用

く
だ
さ
い
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
年
賀
状
を
書
き

ま
し
ょ
う
。
年
賀
状
は
、
十
二
月
二
十

日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
遅
れ
る

と
元
旦
に
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

郵
便
番
号
は
、
正
し
く
忘
れ
ず
に
、
あ

て
名
は
、
は
っ
き
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

定
額
貯
金
の
利
息
が
有
利
に
な
る
⑪

手
続
き
は
、
五
十
二
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
自

に
近
く
の
郵
便
局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

(
四
十
九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
預

け
た
も
の
)

ちび、っこは集合しよう

チャ リティもちつき大会
く工2月25日(土l>

12月25日(土)午 後 1時から、はていや 5階で

ちひ、っこのもちつき大会を行し、ます。希望す

るちび‘っこは当日会場へどうぞ。

ついたもちはその場で販売、売上金は、市

社会福祉協議会をとおして施設へ寄付します

なお、当日は、今はやりのトリム運動のパネ

ル展示会なども行L、ますので、大勢の皆さん

めおいでをお待Eちしています。。
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